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1.DPA(DP達成度評価)システムを
使用した学修成果の振り返り
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本学での学習は、PDCAサイクルが回るように考えられています。そのため、入学～卒業までの学期単位で学修成果を「DP
達成度評価システム」（以下、DPA）を使用して振り返り、次につなげていきます。

教員は、学生の皆さんがDPAに入力する学修の振り返り情報をもとに
面談をすすめることで、効果的な面談を実施していきます。

本学の学修のPDCAサイクル１

DPAシステムを
活用

ディプロマポリシー
を踏まえた自身の

目標
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活用スケジュール２

入学時 前期末～
後期前

年度末 前期末～
後期前

年度末

前期末～
後期前

年度末 前期末～
後期前

卒業

…授業ごと学修成果の自己評価

…学期振り返り・プラン

…「将来の夢・目標」設定

１年 ２年 ３年

４年

入学時には卒業後のビジョン等を考えて入力していきましょう。
その後授業終了時点では、授業ごとの振り返りを、学期末には学期全体の振り返りと次学期へのプランニングを行います。

面
談

面
談

面
談

面
談

面
談

面
談

面
談

面
談

年度末
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2.DPA(DP達成度評価)システム
の各機能説明

ー学生画面ー
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A-Portalにログインした後、「自己評価・授業アンケート」もしくは「プラン・振り返り」
をクリックしてください。DPAにログインする事ができます。

１ ログインする

以下のいずれかをクリックする。
・自己評価・授業アンケート
・プラン・振り返り
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２ トップページ

ログインすると、アセスメンターのトップページが表示されます。
ログインしたページの左側には「サイドメニュー」、右側のメイン画面には「ダッシュボード」が表示されています。

メイン画面

サイドメニュー
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各機能の概要について説明します。

…DPAの一部情報（ディプロマサプリメント）のダウンロードができます。

メニュー表示（学生画面）３

9

…自身の学修に関する情報がサマリーで表示されます。

…プロジェクトや就職活動の記録の入力・確認ができます。

…授業の到達目標に対して、自己評価を行います。

…時期ごとに履修計画や履修状況に対して、振り返りや目標設定、
自己評価を行う事ができます。

…カリキュラムツリーを確認できます。また、自己評価した結果と成績
とを見比べて差を認識し今後に活かせます。

…資格科目の取得状況を確認できます。

...PROGやマイナビ模試など外部試験等の結果や成⾧の推移をグラフ
で確認できます。



メニュー表示（スマートフォン画面）

DPAはスマートフォンでも操作可能です。スマートフォンでは、ログインするとはじめに「ダッシュボード」画面
が表示されます。右上にあるハンバーガーメニュー をクリックするとメニュー画面が開きます。

補
足
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学修成果の概況を確認する

「入力状況」
入力が必要な項目の進捗状況が
確認できます。

「修得単位・GPA」
学期ごと/通期の修得単位数・GPA
が確認できます。

「カリキュラム_成⾧推移」
これまでに履修してきた科目の成果が
GPTで表示されます。学科ごとに３
年生末の目標GPTも表示されます。

４
[ダッシュボード]

ダッシュボードは自身の学修成果の概況が表示される画面です。
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GPAとGPTの意味・算出方法

「GPA」とは
Grate Point Average （履修科目の GP ×当該科目の単位数）の総和÷履修科目単位数の総和。

「GPT」とは
Grate Point Total （履修科目のGP×当該科目の単位数）の総和。
GPAに取得単位数を乗じた値で、取得単位数に比例する。

GPAは「広く学問に関心を持ち、多くの科目を履修する動機を与えない」側面があるため、学修成果の「質」だけでなく、
「量」についても評価の対象とした指標として活用。

参
考

GPAとGPTについて説明します。

[ダッシュボード]
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将来の夢・目標を考える

将来の夢や目標を入力するメニューです。入力は入学時に行います。

●サイドメニューから
「プラン・振り返り」を
クリック。

●「プラン・振り返り」画面
が開きます。

●入学時には将来の夢
や目標を入力していきま
しょう。

●「回答する」ボタンから
回答できます。

５

〈サイドメニュー〉

[プラン・振り返り]
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自身のカリキュラムを確認する
自身のカリキュラムのカリキュラムツリーを確認することができます。

●サイドメニューから
「カリキュラムツリー」を
クリック。

●「カリキュラムツリー」画面
が開きます。

●自身のカリキュラムのマップ
ツリーは、以下からPDFでダウ
ンロードして確認することがで
きます。

学修ガイド
＞カリキュラムについて
＞授業科目の構成

６

〈サイドメニュー〉

[カリキュラムツリー]
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自身のカリキュラムを確認できます。各授業は、本学のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）に定められた「6つの能力」の
うち、主に紐づく能力に表示されています。
履修登録内容が確定したあとは、履修中の科目が黄色に色付けられます。

自身のカリキュラムを確認する­24年度以降入学生

●サイドメニューから「カリキュラムツリー」をクリック。
●必修/選択の別、単位数も表示されています。
●「カリキュラムツリー」タブ下のプルダウンで「専門科目」「芸術教養科目」を切り替えることができます。

〈サイドメニュー〉

[カリキュラムツリー]
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６



自身のカリキュラムを確認できます。各授業は、本学のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）に定められた「７つの能力」
のうち、主に紐づく能力１～３箇所に表示されています。
履修登録内容が確定したあとは、履修中の科目が黄色に色付けられます。

自身のカリキュラムを確認する­20年度以降入学生

●サイドメニューから「カリキュラムツリー」をクリック。
●必修/選択の別、単位数も表示されています。
●「カリキュラムツリー」タブ下のプルダウンで「専門科目」「芸術教養科目」を切り替えることができます。

〈サイドメニュー〉

[カリキュラムツリー]
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６



19年度以前の入学生では、カリキュラムツリーを創造学習科目（キャリア創出科目群/その他）、専門科目（講義/演
習）で区分し、1ページに統合され表示されていますが、20年度以降入学生と同様に使用していただけます。
履修登録内容が確定したあとは、履修中の科目が黄色に色付けられます。

自身のカリキュラムを確認する­19年度以前入学生

●サイドメニューから「カリキュラムツリー」をクリック。
●必修/選択の別、単位数も表示されています。
●「カリキュラムツリー」タブ下のプルダウンで「専門科目」「芸術教養科目」を切り替えることができます。

〈サイドメニュー〉

[カリキュラムツリー]
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DPAには「6つの能力」を芸術教養科目/各学科専門科目の学修領域において再表現したものが表示されています。

各学科における能力（24年度以降入学生）

●自身のカリキュラムにおける「6つの能力」
を再表現したものが表示されています。

参
考
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DPAには「７つの能力」を芸術教養科目/各学科専門科目の学修領域において再表現したものが表示されています。

各学科における能力（20年度～23年度入学生）

●自身のカリキ ュラムに
おける「７つの能力」を
再表現したものが表示
されています。

参
考

人間､ 社会､ 自然等に関する知識・情報を体系的に収集・理解できる知 識人
間
力 正しい情報をもとに、物事を論理的に考えることができる思考力

設定した課題に対し、自らを律しながら他者と共に粘り強く継続的に取り組むことができる行動力

自らの良心に従い、社会のために芸術 ･ デザインの力を生かすことができる倫理観

豊かな感性からの直感を、概念 ･ イメージなどにまとめることができる発想力
創
造
力

概念 ･ イメージなどを紡ぎ合わせ、テーマ・仮説として練り上げることができる構想力

テーマ・仮説などを、様々な媒体によって可視化し提案することができる表現力
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設問形式は２種類あります

最終講義回に近づいて来たら、学習成果の振り返りの時期となります。
教員から指示があったら、自身の学習成果の自己評価を行いましょう。

●サイドメニューの「自己評価・授業ｱﾝｹｰﾄ」
をクリックします。

●右のメイン画面に、履修している授業が
表示されます。「回答する」をクリックして回
答を始めます。

7 [自己評価・授業ｱﾝｹｰﾄ]
授業ごとの学習成果を振り返る（24年度以降入学生）
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〈サイドメニュー〉



設問形式は２種類あります

授業ごとの学習成果を振り返る（～23年度入学生）

最終講義回に近づいて来たら、学習成果の振り返りの時期となります。
教員から指示があったら、自身の学習成果の自己評価を行いましょう。

●サイドメニューの「自己評価・授業ｱﾝｹｰﾄ」
をクリックします。

●右のメイン画面に、履修している授業が
表示されます。「回答する」をクリックして回
答を始めます。

[自己評価・授業ｱﾝｹｰﾄ]
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〈サイドメニュー〉

7



授業ごとの学習成果を振り返る

上段は「授業自己評価」の項目で、履修した科目の到達目標に即しての自身の到達度を振り返る自己評価です。
下段は「授業改善アンケート」です。学生の皆さんの意見に基づいて授業改善に取り組むため、全授業・全員を対象
としてアンケートを実施します。受講した授業に対する責任ある評価と率直な意見を聞かせてください。

[自己評価・授業ｱﾝｹｰ ﾄ]

授業自己評価

授業改善アンケート

22

●サイドメニューの「自己評価・授業ｱﾝ
ｹｰﾄ」をクリックします。
回答入力後、「保存して一覧へ」をク
リックすると回答が保存されます。

●「先にどちらかのみ回答を行いたい」
場合は、入力が必要な方のみ回答し
「保存して一覧へ」をクリックすることで
未回答の項目があっても、回答できま
す。

●もう一つの項目を回答するときには
回答を入力し「保存して一覧へ」をク
リックすることで未入力だった回答も上
書きして保存されます。

〈サイドメニュー〉
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学修成果を確認する

●サイドメニューから
「カリキュラムツリー」を
クリック。

●自身のカリキュラム
の科目が表示されて
います。
科目をクリックすると
自身で振り返った授
業ごとの学習成果が
表示されます。

成績開示後の結果を踏まえてカリキュラムの進捗度を確認できます。
履修を終えた科目は「合格」「不合格」の結果に沿って表示色が変わります。

8
[カリキュラムツリー]
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〈サイドメニュー〉



「達成度」画面では、カリキュラムに沿って修得した成果が表示されます。

学修成果を確認する

●「カリキュラムツリー」タブから
「達成度」タブに切り替えます。

●成績評価と自己評価、平均
値との比較を通じて振り返 って
みましょう。

レーダーチャート

力の達成度

成⾧推移

[達成度]

24

8



レーダーチャートでは、成績の達成度が能力別に表示されます。

学修成果を確認する­20年度以降入学生

●左側には「成績評価に
基づいた達成度」、
右側には「自己評価に基
づいた達成度」が表示され
ます。

自己評価成績評価

[達成度­レーダーチャート]
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分野別の学修成果を確認する­20年度以降入学生

専門科目 ●プルダウンを選択すると、芸術教
養科目の表示に切り替えることがで
きます。

専門科目と同様に芸術教養科目
についても振り返ってみましょう。

芸術教養科目
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[達成度­レーダーチャート]8



19年度以前入学生のレーダーチャートでは、創造学修科目/専門科目×講義/演習に分けて表示されます。

[達成度­レーダーチャート]
学修成果を確認する­19年度以前入学生
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「成⾧推移」部分では専門科目/芸術教養科目のGPTの伸びが表示されます。
3年次末の目標GPTも表示されます。

学修成果を確認する

●GPTはカリキュラムツリー
に沿った区分で色分けされ
て表示されます。

[達成度­成⾧推移]

28
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今学期の振り返りと次学期の目標を入力する

●今学期の振り返り・目標を設問
に沿って考え、入力していきましょう。

成績が開示されたら学期の振り返りを行いましょう。

[プラン・振り返り]

入力例

29
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外部試験の結果を確認する

外部試験（PROG、マイナビ模試など）の結果が表示されます。

例）PROGの結果表示

例）マイナビ模試の結果表示

＊グラフの表示形式は変わる場合があります。

[外部試験]
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〈サイドメニュー〉
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活動記録を作成する

カテゴリ

●プロジェクト活動
●クラブ・サークル活動（他大学含む）

●ボランティア活動
●コンペ

●アルバイト
●インターンシップ活動
●就職活動
●その他

18
[活動記録]

プロジェクト活動やインターンシップ・就職活動等の活動記録を入力することで、担当教員に授業以外の活動についても
把握してもらえます。

31

●サイドメニューから「活動記録・
資料」をクリック。

●「活動記録」画面が開きます。

●授業以外の活動を記録していき
ましょう。

●「添付資料」タブに切り替えると、
過去に受験したPROGの解説資
料等を確認することができます。

〈サイドメニュー〉
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ディプロマサプリメント（DPAの情報の一部）はこのメニューの「PDF生成」ボタンからダウ

ンロード可能です。

ディプロマサプリメントをダウンロードする

32

〈サイドメニュー〉
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使い方がわからない場合は…

●各ページ内にある「ヘルプ」マークをクリックすると、使い方のガイドや機能の説明が確認できます。まずはそちらを確認し
てみてください。読んでも不明なことがある場合はスチューデント・オフィス教務窓口までお尋ねください。

●「アンケート」機能については本学独自の使用方法をとっています。ガイド内容と使用目的が異なっておりますので、
ご承知おきください。

補
足

お問い合わせ:スチューデント・オフィス教務窓口（人間館１階) 33


